
 

【 モ ニ タ ー 制 度 】 
 

重要施策等に関連する現状と課題について、事前に公募した町民から継

続的に意見や感想を聴取し、その内容を施策等に反映していく手法です。 

町では、既に広報モニターの設置で活用していますが、他の市町村では、

市政モニターや道路モニターなど広い範囲で導入され、モニターから寄せ

られる意見や感想を行政活動に効果的に活用している事例もあり、今後

「町民マスター制度」の構築と併せ、幅広い分野での活用も期待できます。 

なお、町では、普段意見を表明する機会の少ない町民から広く意見を聴

取する必要がある場合を想定し、公募に代えて住民基本台帳から無作為に

選んだ町民を候補者として指名する新たな方法をモニター制度に適用でき

るよう、規則で整理しています。 
 

[モニター制度のイメージ] （重要施策等の案の策定に向けた意見聴取） 
 

 モニターの公募（任命日時点で町内在住者） 

事前の周知方法（手法は任意） 

・町広報紙、町ＨＰ、掲示場 
・役場担当窓口 
・新聞・雑誌等、折込みチラシ 
・その他町民に知らせる方法 

周知内容 
・モニター名称、設置目的等 
・応募資格、募集人員、任期 
・応募の方法、受付期間 
・選考方法 

モニター活動の実施 

モニター意見の概要・町の考え方の公表（回答期限から3か月以内） 

公表方法 
・町広報紙、町ＨＰ、掲示場 
・役場担当窓口 
・新聞・雑誌等、折込みチラシ 
・その他町民に知らせる方法 

公表内容 

・意見の概要 

・意見に対する町の考え方 

・修正内容（理由） 

モニター意見を聴取 

意見を考慮し施策案の修正等 

モニターを無作為抽出 
 
・住民基本台帳に記録さ
れている町民を無作為
抽出して候補者として
指名 

・上記から希望者を任命 

又
は 

モニターの任命 


